
ライオンズクラブ国際協会は世界209の国または地域、133.8万人のメンバーを擁する世界一の奉仕団体です。

ライオンズクラブ国際協会330-B地区
（神奈川県・山梨県・伊豆大島）

http://www.lions330-b.gr.jp/
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取り戻そうライオンズの魅力！取り戻そうライオンズの魅力！
残そう未来へ足跡を！残そう未来へ足跡を！
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ガバナーズメッセージ
倉田雅史ガバナー公式
訪問合同例会・小会議
小田原白梅IESクラブ支部結成式
能登半島地震・豪雨災害
復興支援現場報告
YCE・国際協調委員会活動報告
小田原LC主催
第40回イングリッシュ・
スピーチ・コンテスト
稚魚の放流と海岸清掃を実施

4R-1Z合同
新入会員ご紹介
クラブレター
◦藤沢湘南LC
◦厚木もみじLC
編集後記

2024〜2025年度

国際会長テーマ

国際会長

ファブリシオ・オリベイラL

足跡をしるす

MAKE
YOUR
MARK

　330-B地区会員の皆様、いつも奉仕活動にご尽力いただき感謝申し上げます。　330-B地区会員の皆様、いつも奉仕活動にご尽力いただき感謝申し上げます。
また、平素はキャビネット運営にご協力いただき御礼申し上げます。また、平素はキャビネット運営にご協力いただき御礼申し上げます。
　さて、能登半島では今年元日の地震災害に続いて、集中豪雨による河川の氾濫　さて、能登半島では今年元日の地震災害に続いて、集中豪雨による河川の氾濫
で大きな災害に見舞われました。現地ガバナーより深刻な状況の報告もあり、でで大きな災害に見舞われました。現地ガバナーより深刻な状況の報告もあり、で
きる限りの支援を行うと明答させていただきました。また、お亡くなりになられきる限りの支援を行うと明答させていただきました。また、お亡くなりになられ
ました方々へのご冥福と、被害に遭われました方々へ心よりお見舞いを申し上げました方々へのご冥福と、被害に遭われました方々へ心よりお見舞いを申し上げ
ます。当地区の緊急支援・アラート委員会の鈴木泰堂委員長を中心に現地との連ます。当地区の緊急支援・アラート委員会の鈴木泰堂委員長を中心に現地との連
携を図り、即時対応していただいており感謝申し上げます。継続的な支援が必要携を図り、即時対応していただいており感謝申し上げます。継続的な支援が必要
かと思われますので、メンバーの皆様のご支援をよろしくお願い申し上げます。かと思われますので、メンバーの皆様のご支援をよろしくお願い申し上げます。
今後も自然災害の多発が懸念されますので、しっかりと準備していきたいと思っ今後も自然災害の多発が懸念されますので、しっかりと準備していきたいと思っ
ております。ております。
　今期キャビネットがスタートして、早4か月が経とうとしております。各地　今期キャビネットがスタートして、早4か月が経とうとしております。各地
区の公式訪問も無事に終わり、小会議において直接クラブ会長に今期の区の公式訪問も無事に終わり、小会議において直接クラブ会長に今期のガバナーガバナー
テーマテーマ「 取り戻そうライオンズの魅力！残そう未来へ足跡を！」「 取り戻そうライオンズの魅力！残そう未来へ足跡を！」サブテーマサブテーマ「も「も
う、待ったなし会員増強」ミッション1.5う、待ったなし会員増強」ミッション1.5の趣旨と具体的行動のアクションプラの趣旨と具体的行動のアクションプラ
ンのお願いを行い、その結果各クラブ会長・幹事さんに意思がしっかりと伝わっンのお願いを行い、その結果各クラブ会長・幹事さんに意思がしっかりと伝わっ
たのではないかと思います。基本は、クラブが元気になるための会員増強ですのたのではないかと思います。基本は、クラブが元気になるための会員増強ですの
で、これからのクラブの皆様の行動を期待しております。で、これからのクラブの皆様の行動を期待しております。
　　クラブが主役で「 We Serve」クラブが主役で「 We Serve」で頑張っていきましょう。で頑張っていきましょう。

ガバナーテーマ

第60代地区ガバナー

（6R-1Z　小田原白梅LC）

L　倉　田　雅　史

取り戻そうライオンズの魅力！
残そう未来へ足跡を！
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公式訪問合公式訪問合 同例会・小会議同例会・小会議公式訪問合 同例会・小会議
2024〜2025年度 倉田雅史地区ガバナー

8月26日（月）4Rを皮 切りに、10月4日（金）6Rまで
11ヵ所で開催された。

式訪問は、まず各クラブの会
長と幹事に出席していただき、

倉田雅史地区ガバナーと対面で課題
を共有する小会議を行い、続いてリ
ジョンごとの合同例会が開催された。

8月26日（月）
4Rガバナー公式訪問
　初日となった4Rガバナー公式訪問の
会場は川崎日航ホテル。小会議終了後、
16時40分から4R合同例会が始まり、
倉田ガバナーは「 第60代ガバナーを拝
命しました。1年間よろしくお願いいた
します」と挨拶の冒頭で述べ、「 石田真一
前地区ガバナー、3役には大変勉強させ
ていただきました。小会議のスタートで
会員増強の話をして皆さん大分その気に
なってきている。ワールドライオンズ奉
仕デーの方はRC・ZCにも協力いただけ
るようです。ライオンズクラブはまずは
人手を増やさないと勢いがつかない。昨
日真鯛の稚魚の放流に参加し、ボーイス
カウトの子どもたちや家族の楽しそうな
姿を見せてもらった。ライオンズは奉
仕活動している姿を見るとやる気になる
のではないか。奉仕の原点に帰っていた
だいて良い奉仕活動を続けていけば次に
つながる芽が出てくるのではないだろう
か」と話し、RC・RS・ZC・ZSはじめ
出席された皆様のご発展とご多幸を祈念
し、挨拶を締めくくった。
　今期の活動方針について、最初にファ
ブリシオ・オリベイラ国際会長からのメ
ッセージが2箇所のスクリーンに投影
された。国際会長テーマ『 Make Your 
Mark 足跡をしるす』の文字が映し出さ
れ、国際会長の人となりについて、ブラ
ジル出身の明るい人、家族思いで事業を
成功され地域に貢献してきた人と紹介さ
れた。
　ファブリシオ国際会長テーマを受け
て、倉田ガバナーは「 ライオンズの原点
として、地域で活躍している人が集いク
ラブを結成して地域のために奉仕を行う
ことがライオンズの基本精神」とし、近
年のライオンズクラブが抱える問題とし
て「 メンバーが激減している。地区の会
員数は6年衰退の一途である」ことから、
●ガバナーテーマは『 取り戻そうライオ

ンズの魅力！残そう未来へ足跡を！』
●サブテーマは「もう、待ったなし会員

増強」ミッション1.5（国際本部では

　また、「 15年前の1,500名減、ピーク
時の3分の1に当たる3,000名を切ると
運営が厳しくなる。1,000名減れば地区
会費も1,500万円の減収になりアクティ
ビティも然りである。元気なクラブが各
地区に2〜3クラブはあります。特徴は
うまく世代交代ができていて、老・壮・
青のバランスが良い。積極的に魅力ある
奉仕活動を行っています。今期はこの思
いを中心に、アクションプログラムとし
て先ほどの小会議でも会長と話しました
5つのプログラムを作りました」と具体
的なプログラムを5つ挙げた。

『具体的・魅力再生アクションプログラム』
について

1. 大清掃プログラムを実施します
◦奉仕活動は大事なので、ライオン掃除

2027年までに150万人の会員増強
「 ミッション1.5」を掲げている）

●合言葉は、クラブが主役で「 We Serve」
に決定したと話した。

　ガバナーチームの具体的な目標として
は、「 2027年、内藤期までに3,600人
増員、今期50人純増を目指す」とし、
会員動向が「 6年間で退会者2,418名、
年平均で403名、コロナ禍で470名な
のに対して、入会者は6年間で1,420名、
年平均236名。見ての通り1,000名が
減少している」と報告された。「 純増させ
るには450名入会させるか、350名の
退会で抑えられるか。全国では3,797
名退会、57クラブ消滅。B地区は純減
109名、 退 会357名。 純 増 す る に は
400名以上入れなければならないことを
認識していただきたい」と強く語った。

公

44
公式訪問合同例会公式訪問合同例会

リジョンリジョン

●倉田ガバナー ●森川第1副ガバナー ●内藤第2副ガバナー

2



公式訪問合公式訪問合 同例会・小会議同例会・小会議公式訪問合 同例会・小会議
2024〜2025年度 倉田雅史地区ガバナー

8月26日（月）4Rを皮 切りに、10月4日（金）6Rまで
11ヵ所で開催された。

プログラムなど目立つアクティビティを
仕掛けると「 一緒になってやろうよ」と
いう気持ちになる。
◦これをきっかけにちょっと違う団体を
誘ってみる。小学校でもいいでしょうし、
さまざまなところを誘って「 10月・5月
に奉仕活動をやりましょう」と声を掛け
てみてください。5月10日（土）はキャ
ビネット独断で作りました。イメージア
ップのため、のぼり旗を用意します。リ
ジョン・ゾーンで掃除場所を考え、この
日は一斉に行動してください。奉仕活動
ののろしを上げてください。
▪ワールドライオンズ奉仕デー

10月6日（第1日曜日）
▪キャビネット奉仕デー

5月10日（第2土曜日）
2. 会員拡大・エクステンション・支部増

と誘うことを推奨しています。
◦30人以上の会員の多いクラブについ
ては奉仕の手を広げるために支部会員を
増やしましょう。
◦5人以上集まれば支部ができます。国
際会費・地区会費は年間で30,000円/
月2,600円。クラブ会費は自由にセット
できる。ただし月1回の活動が必要。
◦ちょっとバーを下げるところからスタ
ートして増やしていきましょう。
◦規定のクラブ数に足りていないゾーン
はチャレンジしましょう。ゾーン内4ク
ラブ以上ないといけない。
◦規定ではゾーン内4クラブ以上だが、
下回っているところは、地区役員が早く
回ってきて、それが重荷でやめてしまう。
◦4R・5Rも含めて、ゾーン編成・リジ
ョン編成についてもぜひ検討していただ
きたい。
3. LCIF活動の強化と活用プログラム
◦LCIF100ドル献金、月1,500円でど
れだけの人が救えるか、かなりの部分で
救われる方々がいる。ぜひ協力してくだ
さい。
◦お願いするだけでなく、使い道につい
てもフィリピンに学校を作るべく動いて
いる。
4. 各種大会への参加強化プログラム
◦オセアルフォーラム、世界大会、イン
ターナショナルを謳っているのですから
ぜひ参加しましょう。
5. マーケティング広報活動強化プログラム
◦ ホ ーム ペ ージ、YouTubeに つ い て、
IT・広報で行っているコンテンツを強化
して動画を中心にPRにつなげていきた
い。
　最後に、「 GAT（グローバルアクション
チーム）全部セットでそれぞれがクラブ
を支援しながら会員増強に向けて動いて
いきます。当然RC・ZCに国際本部から
委嘱状が来ている。皆で力を合わせて動
いてください。GAT会員増強に向けて
アクションを強めてください。今年から
LCIFを加えましたので、ぜひ一緒にやっ
ていきましょう。二宮金次郎先生の『 積
小為大』の言葉に倣って、できることか
ら積み上げましょう。ぜひ声を掛けるこ
とをお願いしたい。クラブが主役で「 We 
Serve」、1年間お願いします」と締めく
くられた。
　取材・撮影：地区ニュース

副委員長　L會田　勝規

強プログラム
◦ライオンズクラブは募集して集まるも
のではない。招請されて入会します。声
を掛けなければ駄目、誘わない限り増え
ない。皆さんが諦めてはいけない。
◦再生のアクションプログラムのツール
として、招待状、封筒も用意しました。
言っているだけでなくキャビネットも何
かやらなければということで作りました。
◦会員招待状を最低でも2枚、できれば
5枚以上配ってください。各クラブで4
名以上入らないと400名には届かない。
◦誘っても7掛けぐらいしかならないの
で、できればもうちょっと多めに誘って
ください。
◦家族会員、学生会員も大事です。奉仕
の手が必要。入会金が問題なら支部を作
って「まず奉仕を一緒にやりませんか」

●佐藤4RC ●事務局員へ記念品贈呈
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Rガバナー公式訪問小会議は、
森川吉孝第1副地区ガバナーの

挨拶により開会され、地区役員はキャ
ビネット副幹事が、各クラブの出席者
はゾーンごとにZCが紹介した。
　倉田ガバナーの挨拶・方針の説明が
あり、GMTコーディネーターより会員
招請ツールの説明。GETコーディネー
ターより新クラブエクステンションと
支部作りの検討要請。LCIFコーディネ
ーターより100ドル献金キャンペーン
によって世界にどれだけのことができ
るかの説明があった。
　続いて、各クラブとのデスカッショ
ンに入った。

【川崎LC】小野塚大祐会長テーマ「奉
仕の原点〜ライオンは子どもを谷底に
落として育てる〜」➡意義のある奉仕
にしたい。ゲストスピーチで怪しくな
いことを見せるために呼んでみて同じ
空気を吸ってもらってから入会を勧め
てみる。
ガバナー :「30 名いるので、目標を５
名にしてほしい」

【川崎南LC】坂本治子会長テーマ「新
たなチャレンジ」、サブテーマ「元気に
楽しく試してみよう」➡節目の 60 期
が終わり、61 期は何か新しいことにチ
ャレンジしている。例会の前 30 分程
で川崎南 LC ミニ講話を計画している。
講師は外部から招き、チラシも作成し
て、これを機会に例会に来てもらうた
めの材料にする。
ガバナー :「いい試みです、面白いです
ね」「ぜひ積極的にお願いします」「LCIF
献金ありがとうございます」
会長 :「チラシも作りつつ継続しなけれ
ばならない」「７月の時点で３名、８月
に入会式を行った。次は１１月例会にま
とめて入会式を行う」「地区役員が例会
で活動報告をしている」

【川崎田島LC】松実隆之会長テーマ「1
人の奉仕　２人の奉仕　皆の奉仕」➡

ばならない。
ガバナー :「幹事が若そう。その辺の層
が４〜５名になってくると良い。１名
２名だと負けてしまう。上の方のフォ
ローが必要です。竹内さんにお願いし
たい」
会長 :「頑張ってまいります」

【川崎臨海LC】谷井弘樹会長テーマ「継
続とマッチング」、サブテーマ「楽しい
ライオンズで人生に彩りを」➡継続は
自分に言い聞かせている。今は例会・
アクティビティを合同で行う時代にな
っているのではないか。それをテーマ
にした。盲導犬キャラバンが年明けに
なるので、それまでは川崎東 LC と青
少年育成野球大会、薬物乱用防止教室、
献血奉仕を一緒に行っていきたい。3
クラブ合同例会も計画している。森川
第 1 副ガバナーにセミナーの要請をし
たい。異業種交流会から講師をお招き
して徐々に誘っていきたい。
ガバナー :「目標数が少ない。２名を４
名にしてください」「LCIF 大丈夫です
ね」
会長 :「キャンペーン 100 も MJF も

会員 24 人 24 通りの奉仕が考えられ
る。意見を出し合い、一つにまとめて、
一致団結して年間のアクティビティを
増やしていく。
ガバナー :「度付きメガネの無償提供は
どのようなものか」「良いアクティビテ
ィですね」「４名増員ですが目標を上げ
ていただけませんか」
会長 :「メーカー、問屋、業者の協力を
得てメガネが買えない養護施設等の方
に提供する」「移動例会にゲスト参加で
クラブの雰囲気を見てもらいコミュニ
ケーション力で勧誘」「今期 60 周年。
MJF、LCIF ともに誇れるクラブだと思
っている」

【川崎東LC】竹内成治会長テーマ「友
愛の絆　楽しい例会・笑顔の奉仕」➡
高齢化による退会者を増やしたくない
思いを「友愛の絆」に込めている。メ
インアクティビティは 36 回を迎える
青少年育成野球大会である。薬物乱用
防止教室、川崎臨海 LC と一緒に献血奉
仕を今年再開する。勧誘リーフレット
を製作中だったが、キャビネットが渡
りに船でした。高齢化を阻止しなけれ

4
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公式訪問合同例会・小会議

献金しております」
【川崎多摩川LC】西 洋二郎会長テーマ
「同じ目線で真心奉仕」➡奉仕する方も、
される方も、同じ気持ちで心のふれあ
いが必要。会員増減はマイナスが多い
が、これをどのようにプラスに持って
いくか。いろいろと仕掛けていかなけ
ればならない。講師を招いて、会員に
楽しくお得になる話をしていただこう
と予定を組んでいる。近隣のクラブに
も案内をする。市長にも出席の確約を
取っている。
ガバナー :「薬物乱用防止教室に興味を
持った大学生に声を掛けて一緒に活動
した（費用負担）」「学生は生徒の前で

（実質 8 名）。➡地域で社会的、経済的
な成功を収め、地域から尊敬されるよ
うな人から推薦されて入会するのがラ
イオンズで、バッチにはそれだけの価
値と魅力がある。入りたい人はいっぱ
いいる。そのようなライオンズの誇り、
プライドが高い諸兄に抗えず現状に至
っている。クラブ支部を仕込んで、我々
の力で若い人のクラブが一つでもでき
れば、今の我々のクラブはなくなって
もいいかなとも思う。古いクラブは役
割を終えて去るのです。
ガバナー :「含蓄のあるお話です。脱線
しないように導いてください。5 月の
キャビネット奉仕デーよろしくお伝え
ください」
　ディスカッションが終了し、大滝靖
生キャビネット幹事からキャビネット
報告、佐藤文哉 4RC が所感を述べ、内
藤修也第２副地区ガバナーによる閉会
宣言で閉会となった。
　取材・撮影：地区ニュース

副委員長　L 會田　勝規

は話しやすい。そのような切り口もあ
る」「奉仕デーでもご賛同いただける」
会長 :「いいご提案いただきました。3
役で協議いたします」

【川崎葵LC】岡里菊廣会長テーマ「会
員増強」➡えらいことを言ってしまっ
た。どうしようかと思っている。
ガバナー :「GMT を使ってください。
１名だけだと寂しい。２〜３名を目標
にしてください」
会長 :「メインアクティビティはないけ
ど、ライオンズ奉仕デーの掃除は大丈
夫です」

【川崎朋友LC】明立 信会長代理 テーマ
「温故知新」78 名で始まり現在 10 名

●
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た

Rのガバナー公式訪問は、8月
27日（火）甲府市のアピオ甲府で

開催された。小会議は午前中からの開
催となったが、倉田雅史地区ガバナー
とクラブ会長との協議は会長テーマや
クラブが手掛けている主なアクティビ
ティ、会員増強、そしてLCIFに関して
もクラブから報告があった。

しているクラブも多く、甲府舞鶴LCの
シクラメンプロジェクトや甲府富士LC
の地元保育園、甲府若葉LCの県立育精
福祉センターの花植えのほか竜王LCか
らも植花の活動報告があった。
　また、近年は青少年健全育成もしく
は子どもたちと楽しい時間を過ごすア
クティビティが見られ、甲府LCの「か

メインアクティビティとして「 環境」を
テーマにしたものが多く、清掃活動に
ついては甲府LCの県立愛宕山子どもの
国ライオンの池や身延LCの身延三門を
はじめとして、公園などの美化清掃を
甲府北LC・甲府シティLC・甲府中央
LC・南アルプスLCが力を入れている。
また、花植え関連をアクティビティに

1010
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んたん似顔絵教室」や特別支援学校スポ
ーツ大会、竜王LCのジュニアサッカー
フェスティバル・野球スポーツ少年団
交流交歓大会、甲府舞鶴LCのいずみ園
もちつき会、甲府中央LCの少年柔道・
剣道大会主催、甲府南LCの少年野球大
会主催、甲府若葉LCの作文コンテスト、
韮崎LCの少年サッカー大会を行ってい
ることが報告された。
　ライオンズクラブの奉仕の基盤とし

巻き込んだ奉仕活動は奉仕仲間を広げ
る良い機会となるので、今後もどんど
ん連携してほしいと強く推奨された。
　その他、北杜LCからは「 原点回帰」
〜初心に戻ってWe Serve〜を、甲府
中央LCからは「 初志貫徹」を会長テー
マに、今年度は60周年記念行事がある
ことが報告された。
　記事：地区ニュース委員長　L髙畠　祐二

　撮影：キャビネット副幹事　L飯野　広夫

いる。
●高校生の部活の一つに奉仕活動の部

活ができないか?
●地道ですが、メンバー同士の話し合

いの場を多く設け、楽しい雰囲気の
クラブ運営を心掛けている。

●30代、40代の方々には、ライオン

て、献血・盲導犬育成募金には山梨中
央LCをはじめとして各クラブが実施し
ている。
　会員増強については、各クラブとも
に今期を含めた3年間の目標が設定さ
れ、倉田ガバナーは「もう、待ったなし
会員増強」ミッション1.5を強調した。
そして、南アルプスLCが地域のボラン
ティア団体やスポーツ少年団と協働で
アクティビティを行うなど、他団体を

活動を中心にした奉仕計画あり。
●キャビネット奉仕デー（2025年5月

10日予定）は、単独ないし合同での
清掃活動を考えている。

●人数が少ないのでメンバー全員が理
事になり、全員で決め・全員で行動
する全員参加型のクラブ運営をして

月3日(火)15時30分より鎌倉
プリンスホテルにて、9Rガバナ

ー公式訪問合同例会が開催された。倉
田雅史地区ガバナーから今期のキャビ
ネット運営方針についての説明を受け
たあと、小会議が行われた。各クラブ
会長からの主な意見は下記のとおり。
●各クラブの共通事項は、メンバーが

なかなか増えない。減少しているク
ラブが多数。入会しても、いろいろ
な事情で退会するメンバーがあり、
トータルでメンバー数が横バイか、
若干減少している。

●ワールドライオンズ奉仕デー（10月
6日）前後には、全部のクラブで清掃

99
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公式訪問合同例会・小会議

●
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Ｒ
ガ
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ナ
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公
式
訪
問
合
同
例
会
懇
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会

ズクラブは堅苦しいイメージを持た
れており、それを変えるのに苦労し
ている。

　大体こんなご意見だった。各クラブ
に当てはまる内容もあると思われるが、
いかがだろうか?小会議の時間は若干
オーバーしたが、合同例会・懇親会も
和やかに開催され、最後に大きな輪に
なり、「また会う日まで」の斉唱で終了
となった。
　取材・撮影：地区ニュース

委員　L細谷　　修

月4日（水）、ロイヤルホールヨ
コハマにてガバナー公式訪問およ

び小会議が開催された。
　小会議は14時30分、森川吉孝第1

長との討論は、クラブのテーマやアク
ティビティ、会員増強、LCIFなどのテ
ーマを中心に進められた。
　アクティビティに関しては、子ども

副地区ガバナーの開会の言葉を皮切り
に、松村康明キャビネット副幹事によ
る司会進行によりスタートした。
　倉田雅史地区ガバナーと各クラブ会

9

●
会
員
拡
大
に
つ
い
て
解
説
す
る
倉
田
ガ
バ
ナ
ー
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たちの清掃活動の支援や少年野球大会
などへの支援、小中学校での薬物乱用
防止教室の開催などが報告された。ま
た、知的障がい者施設のスイーツフェ
アへの食材のドネーションや病院から
出られない小さな子どもたちへの大学
生による学習支援など、コロナ禍の影
響が残る中でさまざまに工夫して実施
していることが報告された。地元の関
係する大学内のボランティア部と協力
して支部結成して献血活動や清掃活動
を行う実績も紹介された。

多くの人を巻き込んだ活動が提案され
た。
　岩城孝子2RCからは「 ガバナーの意
向には具体的にどうやって応えるかを
諮問委員会で協議して本日に臨んだ」と
の会議の振り返りが行われ、内藤修也
第2副地区ガバナーによる閉会の言葉
をもって小会議は終了となった。
　取材：地区ニュース

委員長　L高畠　祐二

　撮影：　　 〃

アドバイザー　L中井　弘明

　そして、会員増強については、小さ
なことでもできることから始めていこ
うという発想からメンバー1人がビジ
ター1人を例会に招くなどの工夫や、ク
ラブのアクティビティに賛同して会員
が入会した例などが紹介された。
　倉田ガバナーからは、アクティビテ
ィを機会にして新しい会員を獲得する
こと、少年野球やサッカー大会に参加
する子どもたちの保護者とアクティビ
ティを共催すること、地域で開催する
カラオケ大会で資金集めをするなど、

●「もう、待ったなし会員増強」
と熱弁をふるう倉田ガバナー

8



公式訪問合同例会・小会議

月5日（木）15時よりローズホテ
ル横浜において、1Rガバナー公

式訪問小会議が行われた。会議は各ク
ラブ紹介の後、庄司和正キャビネット
副幹事の司会で始まった。
　倉田雅史地区ガバナーは冒頭の挨拶の
中で、国際協会のミッション1.5につい
て「 150万人の会員増強を目指そうと

る。横浜山手LCでは、新たなアクティ
ビティとして子ども食堂を開催してい
る。横浜梅櫻LCでは、若手を中心に企
画し中華街のパレードに各地のLCも巻
き込んで参加する予定。横浜金港LCで
は、相互理解を深めるために交流を重
視している。横浜中LCでは、ベテラン
の会員が積極的に会員増強に取り組ん

いう活動であるが、奉仕の担い手を増
やすことによって、今まで奉仕の手が
届かなかったところまで手を差し伸べ
ようという活動である」と説明された。
　会議は事前のアンケートに沿って、
各クラブ代表と倉田ガバナーでセッシ
ョンが行われた。横浜LCでは、横浜愛
が強い著名人を招いて例会を行ってい

9
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でいる。横浜東LCでは、メガネの収集
などのアクティビティを10年以上続け
ている。横浜中央LCでは、横浜駅前で
の献血活動を継続して行っている。横
浜長者LCでは、メンバー減少の中、会
員維持のためにも奉仕活動の充実化を
目指している。横浜伊勢佐木LCでは、
月次決算による会計を行い会員間での
透明性を高めている。横浜元町LCでは、
女性クラブとして女性ならではのきめ
細かいアクティビティに取り組んでい
る。横浜瀬谷LCでは、中学校の薬物防
止運動など、アクティビティの数は多
くないがコツコツと継続していきたい

例会の出席率を高めることをテーマに
している。横浜みなとみらいLCでは、
アクティビティとして横浜開港祭でド
ラゴンボートレースに参加している。
　ディスカッション終了後、キャビネ
ット幹事報告、キャビネット会計報告
が行われ、最後に板井要二RCより「 各
クラブ一生懸命頑張っているので、引
き続き取り組んで行ってほしい」と激励
の言葉があった。
　取材：（特別）次期政策・R・Z再編検討

副委員長　L石井　光一

　撮影：地区ニュース

アドバイザー　L近野　照彦

と決意が述べられた。横浜BayCityLC
では、小学生の野球大会を開催してい
る。横浜中央市場LCでは、中央市場
関係のイベントでのアクティビティを
行っている。新横浜LCでは、障がい者
施設で寄席を開催している。横浜・川
崎レインボーLCでは、子ども食堂の支
援などのアクティビティを行っている。
横浜みなと−馬車道LCでは、子ども食
堂・子どもホスピスの支援、馬車道通
りで市を開催するなどのアクティビテ
ィを行っている。また例年「 イングリ
ッシュ・スピーチ・コンテスト」を開催
している。横浜みなとマリンLCでは、

●
Ｍ
Ｊ
Ｆ
千
ド
ル
寄
付
メ
ン
バ
ー
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月11日（水）新横浜プリンスホテ
ルにおいて、3Rガバナー公式訪

問合同例会が開催された。

3RC 、1〜4ZCと13クラブの会長・
幹事が参加してディスカッションが行
われた。

　合同例会に先駆けて開催された小会
議には、倉田雅史地区ガバナーをはじ
めとしたキャビネット5役と小島健一

9
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　小松克也キャビネット副幹事の司会
により、森川吉孝第1副地区ガバナー
の開会宣言で始まった小会議で倉田ガ
バナーは「 3Rは4つのゾーンの内3つ
のゾーンが3クラブしかないので、ぜ
ひゾーンの再編成を検討していただき
たい。またライオンズは誘わないと入
会につながらないので、パンフレット
を活用して声掛けをお願いしたい。何
としても会員拡大を目指してほしい」と
挨拶された。
　各クラブのアクティビティ報告では、
やはり「 薬物乱用防止教室」「 献血活
動」「 盲導犬育成募金」などが主流であ
るが、「 チャリティーお茶会」「 チャリ
ティーほおずき市」「 200%例会」な
ど独自の試みもあり、中には警察署と
防犯協会とともに小学生を対象とした

「 防犯川柳」を募集して、優秀賞を発表・
表彰するような取り組みもあった。
　また、近年「こども食堂」への支援活
動を行うクラブが増えてきているのも
特徴的だと感じた。

2部の懇親会ではアトラクションとし
て「 中国雑技変面」が披露され、変幻自
在なお面の早変わり芸を楽しみながら、
久しぶりの親睦を温め、「また会う日ま
で」を斉唱して閉会となった。
　取材：地区二ュース

副委員長   L田中　準二

　撮影：　　  〃　

アドバイザー　L近野　照彦

　小島RCによる所感発表の後、内藤修
也第2副地区ガバナーの閉会挨拶によ
り小会議は閉幕となった。
　約1時間の休息を挟み始まった第1
部の合同例会は、坂間智司3RSの司会
により「 国際会長ならびにガバナー地
区運営・活動方針」「 LCIF献金者・新
入会員・スポンサーへの記念品贈呈」な
どの例会セレモニーが執り行われ、第

11
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Rガバナー公式訪問が、9月12
日（木）寒川神社参集殿にて開催

された。
　15時からの小会議は森川吉孝第1
副地区ガバナーの開会の言葉で始まり、
倉田雅史地区ガバナーの330-B地区の
運営方針、GMT、GET、LCIF各コー
ディネーターからの説明の後、クラブ
会長、幹事、第1副会長とのディスカ
ッションが行われた。
　事前アンケートに沿って各クラブの
会長からの報告があり、ガバナーから
の要望を伝える形式で16クラブ2時間
休憩なしの小会議であった。
　会長テーマについてはクラブの事情
を踏まえての会長の思いが語られた。
地域社会への関わり、奉仕活動への思
い、未来を見据えたテーマ、などがあ
った。
　アクティビティについては、献血、
老人・障がい者施設への慰問、子ども
食堂、盲導犬（介助犬・聴導犬というも

につなげる狙いもある。
　LCIFについては、クラブ献金、クラ
ブ全員100ドル献金などクラブの事情
があるが、クラブ内でLCIFセミナーを
開催するクラブもあった。
　倉田ガバナーより「 小会議での他の
クラブの活動を参考にしてアクティビ
ティを考えてほしい。また他のクラブ
のアクティビティ訪問をすると楽しく
なるので、ぜひやってみてほしい」との
言葉でディスカッションは締めくくら
れた。
　最後にキャビネットからの連絡事項
が入り、内藤修也第2副地区ガバナー
の閉会の言葉で小会議は終了した。
　17時半からの合同例会は金森行雄
8R-1ZCの開会の言葉から始まり、国
歌ならびライオンズヒム斉唱、物故ラ
イオンに黙祷、地区ガバナー、地区役
員の紹介、各クラブ紹介へと続いた。
　地区ガバナー歓迎の挨拶では、小野
寺誠8RCが「 2時間にわたる小会議で

のもあった）募金活動、薬物乱用防止教
室、清掃活動、イベント開催と多岐に
わたっていた。地域の祭り等への参加
で募金、販売活動により寄付をするク
ラブも多かった。
　会員増強については納涼例会で会員
以外にも参加してもらう。名簿を作成
して複数回の懇親会に参加してもらい、
交流を深めて入会してもらう。アクテ
ィビティへの参加を促し、そこから入
会につなげるなどの報告もあった。倉
田ガバナーより「 大和中央LC 、大和リ
バティLC 、綾瀬LCの3クラブにはラ
イオンズクラブのない座間市にクラブ
をエクステンションしてほしい」との要
望が伝えられた。
　ワールドライオンズ奉仕デーにはリ
ジョン開催の海岸清掃、地引網、バー
ベキューへの参加クラブが大半を占め
ている。こちらのアクティビティは会
員以外にも参加していただき、アクテ
ィビティ、懇親会への参加で会員増強

88
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は有意義なセッションを地区役員とで
きたかと思います。クラブに持ち帰っ
て会員増強・アクティビティ増強に役
立ててください」と挨拶された。
　続いて倉田ガバナーが「 8Rは昨年
一緒になりまして、非常に迫力あるな、
人数すごいなと感じているところであ
ります。人数がいると楽しくなります。
小会議でもお願いしているように、ラ
イオンズは2027年までに150万人に
するぞという、ミッション1.5の会員
増強にシフトを切っているところであ
り、皆さんで会員増強に励んでいただ
きたいと思っている次第です。方針な
どはこの後時間をいただいていますの
で国際会長の思いと私の思いをお話し
させていただきます」と挨拶された。
　続いて森川第1副ガバナーから「 先

の後、新入会員を代表して大和中央シ
ティLCの藤岡 博Lが力強くライオン
ズの誓いを行うと会場全体が大いに沸
いた。その後多数の累積MJFの方への
記念品贈呈、最後に事務局員への記念
品贈呈と続き、山田博之8R-2ZCの閉
会のゴングで例会は終了した。
　その後の懇親会では吉本晴夫元地区
ガバナーの挨拶の後、阿部英明元地区
ガバナーの発声で乾杯を行い、懇親会
が始まった。周年行事、委員会などの
PRタイムもあり、倉田ガバナーは全テ
ーブルを回りメンバーと記念撮影をさ
れた。リジョンメンバーもまだ2年目
とは思えないほど盛り上がった懇親会
であった。
　取材・撮影：地区ニュース

副委員長　L野田　　覚

加）等の説明があり、井田 渉GAT地区
副ファシリテーターのパネルディスカ
ッションが行われた。
　その後1Zから2Zの順番で各クラブ
の報告が行われたが、会員減少の問題
と会員増強の難しさは各クラブの共通
意見であった。

ほど小会議が終わりましてどのクラブ
のアクティビティも魅力的なものと思
いました。多くの方に魅力を伝えてい
ただいて会員増強のほどよろしくお願
いします」と挨拶があった。
　その後内藤第2副ガバナーより「 今
期ガバナーが掲げられました『もう、待
ったなし会員増強』ミッション1.5 、
これは倉田ガバナーの“ 危機をチャン
スに変える ”との思いが伝わってくる
メッセージでございます。私も今期頑
張っていきます」と挨拶された。
　続いてファブリシオ国際会長の活動
方針のビデオ視聴の後で、倉田ガバナ
ーより今期の活動方針が発表された。
　国際会長よりGAT委嘱状伝達の後、
各クラブ記念品（バナー）贈呈に続き、
新入会員・スポンサーへの記念品贈呈

　小会議では、まず倉田雅史地区ガバ
ナーより待ったなしの会員増強やワー
ルドライオンズ奉仕デー（5月10日追

Rガバナー公式訪問が、9月25   
日（水）の15時30分からホテル

精養軒で開催された。
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　ただ会員数の多い少ない関係なしに、
例会や奉仕活動等に参加されるクラブ
員はほぼ同じ方で、それに伴いクラブ3
役や地区役員等の役職が限られたクラ
ブ員の持ち回りで負担が大きくなって
いる問題も報告された。
　またクラブ会員数だけではなく、近
年の奉仕活動に協力していただける地
域の方（特にお子様方）の参加も減少し
ているクラブもあり、そのことも今後
の課題と報告された。
　小会議後、18時から合同例会と懇親
会が行われた。
　合同例会中の新入会員ならびにスポ
ンサーの紹介および記念品の贈呈では、
今回8名の新人会員が紹介された。
　5R全体としては少ないと思うが、新
会員が入会しているクラブもあるので、
これからも各クラブとも地道に会員増
強に力を入れていきたいと思った。
　また懇親会では鈴木 忍大会参加委員
長からも、地区ガバナーの盛り上げと
会員増強の改めてのお願いの挨拶が行
われた。
　5Rでは川崎いのちの電話に力を入れ
ているクラブ員の方もおり、川崎富士
見LCの井田光政Lが次回のイベントの
案内をし、川崎いのちの電話の協力の
報告もされた。
　連日の公式訪問で倉田ガバナーをは
じめ役員の方も大変だと思うが、疲れ
も見せず楽しまれていたようだ。
　5Rの1Zと2Zの仲間とも集まれる
のは年1回のこのガバナー公式訪問だ
けなので、皆一同楽しんでいて、穏や
かな中で5Rガバナー公式訪問は滞りな
く終了した。
　取材・撮影：地区ニュース

委員　L遠藤　　亨

14



公式訪問合同例会・小会議

月26日（木）7Rガバナー公式訪
問合同例会・小会議が平塚市のホ

テルサンライフガーデンにおいて開催
された。
　小会議は、15時30分4階「 芙蓉」で
山下 学キャビネット副幹事の司会で進
められた。
 森川吉孝第1副地区ガバナーの開会の
言葉で会議が始まり、出席役員、各ク
ラブ会長および幹事の紹介、倉田雅史
地区ガバナーの挨拶があり、その後目
標と活動方針について語られた。
　各クラブとのディスカッションは、
12クラブの事前アンケート調査をもと
にテーマ、アクティビティ、会員増強
の状況が各クラブ会長から発表された。
倉田ガバナーは「 待ったなし」の会員増
強に向けて、各クラブ4人以上の会員
増強を要請し、ワールドライオンズ奉
仕デー、LCIFの活動にメンバーの積極
的な協力をお願いされた。
　赤井和憲7RCは所感の挨拶で「 現状
では会員が減少している。入会にパン
フレットを活用して会員の増強を図り、
アクティビティの継続、クラブとして
20人を下回らないよう頑張っていきた
い」と話された。
　内藤修也第2副地区ガバナーの閉会
の挨拶で小会議は終了した。
　合同例会は会場を移して、ガバナー
ならびに地区役員の入場で開始された。
池谷正人7R-1ZCが開会の挨拶をさ
れ、続いてガバナーならびに地区役員、

いて、新入会員とスポンサーの紹介、
LCIF寄付者の発表があり、閉会挨拶ゴ
ングを長友正次7R-3ZCが鳴らし合同
例会を終了した。
　第2部懇親会は、竹原成実7R-2ZC
の開宴の言葉で始まり、メンバーの皆
さんは和やかに懇親を深め、全員での
ライオンズ・ローア、渡部 亮7Rキャ
ビネット副幹事の閉宴の言葉でお開き
となった。

取材：地区ニュース委員　　L田中　信一

撮影：7R-2Z　伊勢原LC　L足立原正久

キャビネット副幹事　L渡部　　亮

各クラブが紹介された。赤井RCは歓迎
の挨拶で「 会員300人で海老名、厚木、
伊勢原、大磯、二宮、平塚のさまざま
な地域で奉仕活動を実施している。待
ったなしの会員増強の中で10人の入会
員があり、今の時代に求められている
奉仕活動を、7Rは330-B地区の中に
あってしっかりと牽引してまいります」
と話された。来賓の落合克宏平塚市長
は、地震、豪雨災害の被災地に対して、
素早い奉仕支援の活動にお礼の言葉を
述べられた。
　倉田ガバナーの活動方針の説明に続

77
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月27日（金）14時30分、富士吉
田市のホテル鐘山苑「 月見草」に

おいて、倉田雅史地区ガバナーの11R-
1Z・2Z・3Zガバナー公式訪問合同例
会・小会議が開催された。
　小会議は倉田ガバナー、森川吉孝第1
副地区ガバナー、内藤修也第2副地区
ガバナー、ならびに地区役員と11クラ
ブ各会長、幹事の2名が参加し、クラ
ブ会長とのディスカッションではクラ
ブ事前アンケートをもとにアクティビ
ティの内容報告（献血活動報告・薬物乱
用防止教室等）、 会員増員現状報告、 3
年間における目標会員増員数等さまざ
まな話し合いが行われ、とても熱い小
会議となり、終了時刻が予定より30分
延長された。

◦会員増強・エクステンション・支部
増強プログラム

　招待状を1,000通配布※ライオンズ
は招請のみ入会できる。まずは誘いま
しょう。誘わなければ増やすことがで
きない。招待状を各クラブ10枚目標、
招請数とする。
◦LCIF活動の強化と活用プログラム　
　1人100ドル寄付、フィリピンに小
学校建設、ゴルフ大会の開催
◦各種大会への参加強化プログラム　
　アジア大会参加者100名以上、世界
大会参加者80名以上
◦マーケティング広報活動強化プログ

ラム
　ホームページの充実、YouTube・L
ラジを使った情報配信。

　16時30分、ホテル鐘山苑「 シンフ
ォニー」で合同例会を開催。森川第1副
ガバナーのご挨拶の後、 倉田ガバナーよ
り今期ガバナーテーマの詳細をご説明
いただいた。
　冒頭に2018年から2024年の6年
間で約1,000名の会員減少とそれにと
もなうクラブ減数により存続危機を危
惧し、会員増強こそが喫緊の課題であ
ると、またどのようにして各クラブで
会員の増強を図っていくべきか具体的
な提案・方法等、そのためには魅力あ
るライオンズクラブが必要であると熱
弁を振るわれた。
◦ライオンズ大清掃プログラム
　年2回の全クラブ・他団体の参加型
清掃活動

9

●歓迎の挨拶をする村松11RC ●国際会長よりGAT委嘱状伝達
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月4日（金）、報徳二宮神社にて
6Rガバナー公式訪問および小会

議が開催された。
　小会議は14時、加藤 剛キャビネッ
ト副幹事による司会進行で始まった。
森川吉孝第1副地区ガバナーの開会の
言葉、山下 学キャビネット副幹事によ
る出席役員紹介、中嶋 順6R-1ZSおよ
び安藤 進6R-2ZSによる各クラブ出席

内容、会員増強の状況やLCIFなどにつ
いて討論した。
　アクティビティに関しては、献血活
動［ 秦野LC・南足柄LC・秦野あづま
LC・中井LCなど ］や薬物乱用防止講
座［ 小田原松風LC・秦野LC・秦野あ
づまLC］のほか、コルクの回収再利用

（SDGs）［ 箱根LC］やパームゴルフ大
会支援（参加者約60名）［ 湯河原LC］、

者紹介と続いた。
　倉田雅史地区ガバナーの挨拶の後、
地区グローバルアクションチームから
会員維持増強の提案（ホームページの開
設など）やLCIFに関する有意義な情報
提供（100ドルが何に使われているか
など）が行われた。
　小会議に入り、倉田ガバナーと各ク
ラブ会長は、メインアクティビティの

66
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　たくさんのライオンズ会員がガバナ
ーの熱い思いに熱心に耳を傾け、今期
の活動方針を胸に刻んだ。
　18時〜19時30分、ホテル鐘山苑

「 マーベラス」にて懇親会が開かれた。
　平野美保3ZCが開宴の言葉を述べ、

　ガバナー公式訪問開催にあたってご
尽力・ご協力いただいた全てのライオ
ンに感謝を申し上げます。お疲れ様で
した。
　取材・撮影：地区ニュース

委員　L三浦　　勝

森川第1副ガバナー、内藤第2副ガバ
ナーのご挨拶のあと、クラブが主役で

「 We Serve」と盛り上がり、温かく和
やかな雰囲気の懇親会をライオンズ会
員の皆さんが最後まで楽しみ、充実し
た1日を送れたようだ。
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少年野球大会支援（参加約60チーム
を目指す）［ 小田原松風LC］などが報
告された。また、小田原LC・小田原
白梅LC・小田原松風LCは3クラブ
合同で、フィリピンに小学校の建設
を目指して、書類申請手続き中との
こと。
　倉田ガバナーからは他団体や地元
住民を巻き込んだアクティビティが
もたらす会員増強への好循環が強調
され、小田原LCからは県西地区リハ
ビリテーション協議会・ゆりかご園、
箱根LCは強羅地区温泉旅館や観光協
会、小田原白梅LCは湘南ベルマーレ
のフットサルチーム、山北LCはみつ
またの会（草刈り）との合同奉仕活動

　その後、合同例会と懇親会に席を
移し、盛会のうちにお開きとなった。
　6Rをもって、今期倉田ガバナーの
すべての公式訪問合同例会・小会議
が終了した。
　 国 際 協 会 が 掲 げ る「 ミ ッシ ョン
1.5」の達成に向けて、クラブという
足元から固め、地域と連携しながら
奉仕活動を広げていこうというガバ
ナーの熱い気持ちに心が揺さぶられ
る公式訪問だった。
　取材：地区ニュース

委員長　L髙畠　祐二

　撮影：第71回地区年次大会実行

委員　L髙杉　　昇

の実施や、秦野LCの少年野球チーム
などとの「 駅をみんなでピカピカ運
動」（10月）の実施予定が報告された。
　小田原白梅LCでは国際交流に関連
するメンバー10人で設立したクラ
ブ支部が紹介され、倉田ガバナーか
らも「 各クラブには会員増強の参考
にしてもらいたい。いずれにしても、
ライオンズクラブは誘われないと入
会できない。ぜひ声掛けをして会員
の輪を広げていこう」と会員増強が推
奨された。
　佐藤芳織RCにより小会議の振り返
りが行われ、内藤修也第2副地区ガ
バナーによる閉会の言葉をもって小
会議は終了となった。
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●祝辞を述べる亀井真司330複合地区GMTコーディ●祝辞を述べる亀井真司330複合地区GMTコーディ
ネーター・元地区ガバナーネーター・元地区ガバナー

　小田原白梅IESクラブ支部のメンバ
ーは、国・性別・年齢にとらわれず、
明るく、楽しく、垣根を越えた活動が
できることを目指しており、支部とし
ては結成初年度の今期は事業の礎を築
き国際交流の輪を広げ、未来につなげ
ていくことをテーマとしている。
　懇親会は「じんりき厨房わびと」で
開催され、参加者が和やかで賑やかな
ひとときを過ごし、支部メンバーとの
距離が一段と近くなる機会となった。
　取材：地区ニュース

委員長　L髙畠　祐二

　撮影：　  　〃

アドバイザー　 L中井　弘明

　9月17日（火）ミナカ小田原コンベ
ンションホールにて、小田原白梅LC
のクラブ支部結成式および支部会員入
会式が挙行された。
　このクラブ支部は、名称を「 小田原
白梅IES（インパーシャル エクスチェ
ンジ サポート）クラブ支部」として、
倉田朋子クラブ支部会長をはじめ国際
交流に関連した10名の会員で構成さ
れている。
　入会式および結成式は浦井 謙第1
副会長の開会の言葉で始まり、来賓と
して倉田雅史地区ガバナーおよび佐藤
芳織6RCが挨拶に立った。倉田ガバ
ナーにとっては所属クラブの支部結成
となるため、ガバナー・スポンサー・

小田原白梅LCの3つの立場から、今
後のクラブ支部の発展に大きな期待を
寄せた。
　そして、クラブ支部会員およびスポ
ンサーの紹介があり、ピンと張りつめ
た緊張感の中で小田善三小田原白梅
LC会長による宣誓式が行われた。
　倉田クラブ支部会長は挨拶の中で

「 会長テーマを『 築こう！国際交流の
輪を！』とし、在日外国人や留学生と
の地域での奉仕活動、支援、援助等を
通じて文化交流を深めたい」と抱負を
述べられた。
　亀井真司元地区ガバナー、井田 渉
GAT地区副ファシリテーターからお
祝いの言葉をいただき、閉式となった。
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を積んだ車両がいて土砂をかき出して
もらい、13時前には輪島市内に戻るこ
とができた。
　危機から脱してコンビニの駐車場に
入って雨も弱くなっていたので安心し
た。そこのコンビニは冠水もしていた
ので閉店していたが、他なら大丈夫だ
ろうと思い輪島市内に行くと、この時
点で停電、断水になっていて、コンビ
ニ、スーパーはほとんど閉店していた。
川の増水で低い場所は冠水していて、
仮設住宅も床上浸水しているものがあ
った。なんとか営業できているドラッ
グストアを見つけ、飲料、お菓子など
の買い物ができた。その後吉田委員長、
小川会長が連絡を取ってくださった輪
島LCの下原Lの酒屋でカップラーメン
を食べさせていただいた。午後から夜
にかけて雨は収まっていたが、輪島か
ら出る3本の道全てが閉鎖され陸の孤
島状態で下原Lの酒屋の店内のベンチ
で一夜を明かした。

　夜のうちに輪島の停電、断水はかな
り解消していた。朝には輪島から出る
道が1本だけ復旧していたので、吉田
委員長は要望の吸い上げに珠洲市に向
かった。台風は熱帯低気圧になってい
たが最後の大雨が近づいていたので山
田ZCと私は6時過ぎに輪島を出て宿
泊予定だった志賀町の宿に向かい、8

　9月21日（土）か ら23日（月・ 祝）
にかけて以前から復興支援に駆けつけ
ている大和リバティLCの山岸真樹L 、
茅ヶ崎グリーンLC山田博之8R-2ZC
に同行して能登半島に行ってきた。　
　21日（土）は334複合地区吉田正
義アラート委員長、一宮東LC小川智義
会長、新湊LCのメンバーと一緒に活動
する予定であった。
　七尾市までは問題なく行けたが、そ
こから先の「のと里山道路」は地震で分
断された道を早く復旧させるために道
路を平らにせず地震で変わった地形の
ままにアスファルトを敷いてあるため
50メートルごとにクランクや1メー
トルくらいのアップダウンがあり自動
車専用道ではあるがスピードは出せな
い状態だった。
　朝7時に輪島ボランティアセンター
に到着して9時に職員が来るのを待っ
ていた。台風が熱帯低気圧に変わる予
報の中、その時点では雨はそれほどで
もなかった。仮眠を取り9時に起きて
みると土砂降りになっていてその日の
ボランティアは中止となった。輪島か
ら出られなくなるかもしれないので急
遽出発することになったが、その時点
で道路は膝くらいまで冠水していた。
なんとか山道に入り水没は避けられた
と思っていると今度は崖崩れで輪島か
ら出る道が通行止めとなり、輪島市内
に戻ろうとするとこちらも崖崩れで戻
れなくなった。また川の対岸の崖崩れ
を生まれて初めて直に見てしまい、道
路のすぐ横の崖も崩れそうとのことで、
途中の開けた場所まで移動した。山の
中で携帯の電波が届かずどうしようも
なかったが、閉じ込められた中に重機

時前には到着した。この日から参加の
高槻グリーンLCのメンバー3人と合流
し、高槻グリーンLCが持って来た水
などを金沢市内の山岸Lの宿泊先に届
けた。その後、吉田委員長からの連絡
で必要とされた水、簡易トイレなどを
金沢市内で調達し、珠洲市へ向かった。
珠洲市は水道の断水が続いていて復旧
には1週間以上かかるのではないかと
言われていた。珠洲市は輪島市より奥
に位置しボランティアの人もあまり来
ないため、復旧は進んでいない場所が
多い。「 珠洲市の状況を伝えてほしい」
とのことでボランティアセンターに向
かう途中状況を視察に。倒壊している
家ばかりで全員避難している地区に行
ってきた。視察していると傾いている
家から前日の雨が乾燥してピシピシ音
が聞こえてきた。しばらくすると目の
前で大きな音を立てて倒壊した。
　この日の活動は地区ごとに在住状況
を確認し、水や簡易トイレを配送する
ことであった。ボランティアセンター
から配送に向かう途中では収穫前の稲
が水没して倒れていた。玄関を開けて
泥をかき出しているお宅もあった。
　3日目は珠洲市の集合時間前に輪島
市内の視察に向かい、倒壊したビル、
輪島朝市の焼失した現場を見てきた。
倒れたビルもまだそのまま残り、少し
細い道に入ると凹凸が激しく気を付け
て走行する必要があった。ライフライ
ンはなんとか確保できているが輪島市
もまだまだ支援が必要な状況である。
　珠洲市内では避難所への物資の輸送、
幹線道路から外れた家への水、簡易ト
イレ、マスクの配布を行った。過疎化
の影響か高齢の一人世帯が多かったよ
うに思える。15時頃に現地を出て23
時過ぎに茅ヶ崎へ戻った。
　 帰 る 途 中 で 山 田 ZC が 発 信 し て
8R-2Z 各クラブからの支援物資が集ま
り、翌週も山田 ZC、山岸 L は現地に
向かった。能登半島の復興はまだまだ
である。
　取材・撮影：地区ニュース

副委員長　L野田　　覚

能登半島地震・豪雨災害能登半島地震・豪雨災害
復興支援現場報告復興支援現場報告
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YCE・国際協調委員会活動報告YCE・国際協調委員会活動報告

　2023−2024年度夏期YCEプログラム
が開催されました。
　330複合地区の派遣生はアメリカ・カル
フォルニアに3名、フランスに1名。受け入
れはベルギーから4名、フランスから3名、
アメリカから2名、オランダから1名、メキ
シコから1名の合計11名が7月24日(水)
に来日。各ホストファミリー（330-Aに4名、
330-Bに4名、330-Cに3名）にてホームス
テイをしました。
　7月31日（水）には埼玉県比企郡嵐山町所
在の宿泊研修施設、国立女性教育会館に11
名が集合して330複合地区主催でキャンプ
を開催しました。この夏の実質担当は330-C
地区YCE委員会で、キャンプ中は、そば打ち
体験、折り紙教室、盆栽教室、長瀞ライン下
り等々の体験を行いました。
　8月6日（火）にはキャンプを終了し、場所
を移動。
　東松山市にあるガーデンホテル紫雲閣東松
山にてフェアウェルパーティーが開催されま
した。それぞれのホストクラブ・ファミリー
をお招きして、複合地区YCE委員会メンバー、
各準地区YCE委員会メンバー参加のもとで開
催されました。
　2023−2024年度YCE・国際協調委員
会は残すところ9月開催予定の派遣生による
帰国報告会をもって終了いたします。
　この間に2024−2025年度の委員会は
並行して①YCE委員会のスケジュール、②
YCE委員の活動内容と役割について検討しま
す。
　以上のようにYCE・国際協調委員会はコロ
ナ禍を乗り越え、ほぼ正常な活動になってき

務完了をしてまいります。
　YCE・国際協調委員会

アドバイザー　L加藤　雅光

ましたので、昨期委員会の活動期間は
約15ヵ月となります。委員会メンバー
の皆様のご協力のもと、無事に必須業

●
長
瀞
ラ
イ
ン
下
り

●
そ
ば
打
ち
体
験
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　9月21日（土）、 小田原市の生涯学
習センターけやきにて、小田原LC主
催「 第40回イングリッシュ・スピー
チ・コンテスト」を開催。今期は前回
を上回る6校19名もの学生の皆様が
参加しました。
　田中祐介第1副会長の開会宣言に
よって幕を開けた同コンテスト。ご
来賓の小田原市長・加藤憲一様、倉
田雅史地区ガバナー、森川吉孝第1
副地区ガバナー、内藤修也第2副地
区ガバナーの皆様からは、参加学生
への激励の言葉を込めたご挨拶をい
ただきました。
　参加者のスピーチでは「 人生観」や

「 人間関係」などの普遍的なテーマ以
外に、「 戦争」「 スマホ」「 新紙幣」「 ラ
ーメンの雑学」などの現代社会を象徴
するテーマも多く、多岐にわたる題
材を選ぶ、令和の高校生のアンテナ
感度の高さには驚きを隠せませんで
した。
　19名 の ス ピ ーチ 終 了 後 に は、
Jeffrey Garrish審査委員長率いる審
査員の皆様のジャッジを待つ間、第
38回優勝者の橋本侑奈様、第39回
優勝者の香田優空様の両名から海外
派遣者帰国のご報告をしていただき
ました。
　今回の優勝者は西湘高校1年・三

　また、今回のコンテスト開催にお
いてご参列、ご協力いただいた皆様
におかれましても、心より感謝申し
上げます。
　6R-1Z　小田原LC

IT・PR情報委員長　L瀬戸　広太

留エリスさん、準優勝は小田原高校1
年・嶋 優月さん、小田原市長賞は小
田原高校1年・佐藤美空さん、小田
原LC会長賞は秦野総合高校3年・相
原大輝さんでした。ご入賞された皆
様、おめでとうございます。

イングリッシュ・スピーチ・コンテスト

●開催の挨拶をする押田吉真会長

●来賓挨拶で感謝と励ましのメッセージを送る倉田ガバナー

●加藤市長 激励のご挨拶
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　8月25日（日）9時より、東扇島東
公園・人工海浜『かわさきの浜』にお
いて、4R-1Zのワールドライオンズ
奉仕デーとして『 稚魚の放流・海岸
清掃』が開催されました。今回は真鯛
の稚魚の放流です。
　主催者である内藤尚剛4R-1ZCの
挨拶から始まり、来賓として、倉田
雅史地区ガバナー、田中和徳衆議院
議員（川崎東LC）、金村龍那衆議院議
員（川崎田島LC）、西村恭仁子神奈川
県議会議員(川崎南LC) 、石田真一前
地区ガバナーの挨拶をいただきまし
た。
　また、神奈川県栽培漁業協会専務

理事の今井利為様に栽培漁業と生簀
漁業の違いや稚魚が成魚になる割合
などの説明をしていただき、多くの
稚魚が成長をすることを期待しなが
ら、放流の開始です。
　稚魚の放流体験はこのような機会
がないとなかなかできないことなの
で、参加の子どもたちにとってもい
い経験になったと思います。
　その後、海岸の清掃をみんなで行
い閉会となりました。
　連日の猛暑の中、たくさんの皆様
の参加をいただき、ありがとうござ
いました。

4R-1Z　川崎南LC　L宮本　弘美

「蘇れ「蘇れ！！かわさきの海」かわさきの海」
稚魚の放流と海岸清掃を実施稚魚の放流と海岸清掃を実施

4R-1Z合同

23



尾澤仁虎瑠L
①佐々木貴也L
②9R-1Z
　横須賀LC
③1986年10月14日
④（株） O・N・T
⑤代表取締役
⑥若手育成
⑦2024年7月

村山　　愛L
①堀内伸一L
②8R-3Z
　相模原シティLC
③1977年12月18日
④行政書士  村山法務

コンサルタント
⑥ギター・バイク・麻雀
⑦2024年6月

大久保裕史L
①中澤一浩L
②10R-1Z
　甲府LC
③1976年10月24日
④宏和建設（株）
⑤専務
⑥料理
⑦2024年7月

天野　　豊L
①柳原一之L
②11R-3Z
　都留LC
③1974年6月6日
④（株）辰巳製作所
⑤代表取締役
⑥サーフィン
⑦2024年8月

朝隈　善彦L
①田中隆之L
②9R-1Z
　横須賀LC
③1989年9月8日
④あいおいニッセイ

同和損保（株）
⑤支社長
⑥ランニング
⑦2024年7月

小谷　知男L
①村山幸壽L
②9R-1Z
　横須賀南LC
③1965年11月11日
④社会福祉法人知恵

の光会
⑤理事長
⑦2023年11月

小泉　貴由L
①戸田享伸L
②7R-2Z
　伊勢原LC
③1986年6月25日
④金山建設（株）
⑤代表取締役
⑥ゴルフ・サーフィン
⑦2024年7月

水野　直己L
①増田　弘L
②7R-2Z
　伊勢原LC
③1979年7月25日
④（有）水野商店
⑤営業
⑥読書
⑦2024年7月

鈴木　　真L
①青木てるみL
②1R-1Z
　横浜LC
③1977年10月7日
④横浜横須賀法律事務所
⑤代表 弁護士
⑥プロ野球観戦
⑦2024年7月

清水　俊明L
①土村政春L
②9R-1Z
　横須賀LC
③1986年4月17日
④弁護士法人常磐法律

事務所 横須賀支店
⑤弁護士
⑥スノーボード・野球

観戦・お笑いの動画
⑦2024年7月

青木　孝幸L
①増元和也L
②7R-2Z
　伊勢原LC
③1982年9月3日
④SOMPOケア（株）
　ネクサスケア伊勢原
⑤事業所管理者
⑥ジグソーパズル
⑦2024年2月

西村　賢一L
①髙井良雄L
②7R-2Z
　伊勢原LC
③1974年11月23日
④（株）イデヤ
⑤代表取締役
⑥プロレス観戦
⑦2024年7月

鶴田　裕樹L
①礒部達也L
②10R-2Z
　甲府中央LC
③1979年12月4日
④（有）鶴田法律事務所
⑤弁護士
⑥音楽鑑賞・ゲーム・酒
⑦2024年8月

①スポンサー名  ②クラブ名  ③生年月日  ④勤務先  ⑤役職  ⑥趣味  ⑦入会年月New member新 入 会 員 ご 紹 介

山口　広樹L
①青木てるみL
②1R-1Z
　横浜LC
③1980年3月24日
④司法書士法人かながわ

総合法務事務所
⑤代表
⑦2024年7月

SUNSUNSUN 有限会社有限会社 サンテックサンテック有限会社サンテック
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橋梁架設工事・耐震、補修工事・土木工事
重量品機器搬入据付工事・一般貨物運送

〒409-3813　山梨県中央市一町畑912-1 TEL 055-273-1771 FAX 055-273-1774梨県中央市 町畑912 1 TEL 055 273 1771 FAX

株式会社株式会社    中中 部部株式会社  中 部

　9月7日(土）9時より正午まで、
藤沢湘南LC高倉農園におきまして

「 藍の収穫アクティビティ」を実施
しました。この事業は前期（2023
〜2024年度）に結成50周年記念
事業として始めてから2年目にな
るアクティビティです。
　厳しい残暑の中でしたが、倉田雅
史地区ガバナー、森川吉孝第1副地
区ガバナー、内藤修也第2副地区ガ
バナー、石田真一前地区ガバナー・
名誉顧問会議長、亀井真司元地区ガ
バナー、秋山隆一郎キャビネット会
計が応援に駆けつけてくださいまし
た。
　1ゾーン内からも、藤沢LC2名、
藤沢ライフLC1名とそのご家族1
名、藤沢アクティLC2名が、また

　収穫した藍は積み重ねてしまうと
その圧力で葉が発酵してしまうの
で、葉と茎をすばやく分け、葉だけ
を藍染の原料として使用し、茎の部
分は乾燥させてお茶としていただき
ます。藍の茎茶は、ノンカフェイン
でポリフェノール含有量も多く、非
常に栄養価の高い、甘みを含んだま
ろやかで飲みやすいお茶です。葉も
茎も無駄なく利用します。
　初めて藍の収穫を体験した方は、
葉と茎に分ける作業がこんなに繊細
で手間の掛かる作業とは知らなかっ
たと驚いていました。
　暑い中、収穫に参加していただい
た皆様ありがとうございました。
　8R-1Z　藤沢湘南LC

会長　L丸岡　尚子

御所見子ども食堂ボランティアスタッフ3名、
藤沢資源組合3名、アウトドアウェア系ブラ
ンド「 パタゴニア」スタッフ10名、クラブメ
ンバー9名の合計37名が参加しました。
　近年、藍農家は減少の傾向にあり、このま
までは藍文化が衰退してしまう危機にありま
す。そこで、当クラブでは日本文化の継承、
そして藍の染物で障害者の就労を支援する目
的で藍の栽培をしています。

藍 の 収 穫藍 の 収 穫
藤沢湘南ライオンズクラブ
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「あつぎ鮎まつり」の来場者を花でおもてなし「あつぎ鮎まつり」の来場者を花でおもてなし
　 8 月 3 日（土）・4 日

（日）に「あつぎ鮎まつ
り」が開催されました。
　厚木市の玄関となる
本厚木駅前広場の街灯5
本にハンギングバスケッ
ト（地上より高い所に飾
る花の寄せ植え）を10
鉢飾り、「あつぎ鮎まつ
り」の来場者を花でおも
てなししました。
　街灯にキズを付けず、落下しない
取り付け治具を考え、メンバーが脚
立に乗り花を取り付けました。今回
は開催期間前後の4日間、メンバー
が交代で水やりとメンテナンスを行
い、きれいに展示することができま
した。クラブのメンバーには花の生
産者、花屋、ガーデニング講師がおり、
クラブ内で「 花同好会」を作って花に

関するイベントを担当
しています。
　コロナ禍では実施で
きませんでしたが、保
育園で子どもたちとメ
ンバーが一緒に花を植
える「 花育活動」も行
っています。
　材料代は花装飾用と
しての活動費で購入し、
制作はハンギングバス

ケットのマスター講師の資格を持つ
メンバーが担当しました。お花はベ
ゴニア、ペンタス、日々草など夏の
暑さでも咲き続ける花を選びました。
　撤去後の花は秋まで咲き続けるの
でメンバーが購入し、ドネーション
する仕組みになっています。
　7R-3Z　厚木もみじLC

会長　L又村　　秀

厚木もみじライオンズクラブ
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　今期の地区ニュース委員会には桜井孝
一ガバナー期のキャビネット副幹事が4
人居ました。その時のキャビネット会計
がいまの倉田ガバナーです。
　このような時の視線は過去に向きやす
くなります。キャビネット、リジョン、
ゾーン、クラブに関わらず大変な役職ほ
ど強く記憶に残っています。飲み会だっ
たりもしますが、ライオンズでの良い印
象が今まで続けてこられた最大の原因だ
と確信しています。

　入会時個性的なメンバーが多いと感じ
ていましたが、ゾーンの幹事会議、リジ
ョン会報誌編集会議、とメンバーの集ま
る範囲が広がるほど個性的になる（変人
度）が桁違いに上がっていくことを感じて
きました。
　同じ方向を向き同じ苦労をした仲間は
心が近づきやすくなります。この委員会
が良い成果を出せますよう盛り上げてま
いりますので、読者の皆様もご寄稿や取
材のご協力をお願いいたします。

地区ニュース委員会
副委員長

L會　田　勝　規
（4R-1Z　川崎東LC）

編 集 後 記

9・10月号
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充実した士業サポート体制。不動産に関する全てをワンストップでお任せいただける不動産会社です。


